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1.EndNote basic Online の概要
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・文献管理

・インターフェイスは日本語・英語など

・保存容量 1ユーザー2GB（PDF容量）・文献レコードは50000件まで登録可能

・引用スタイル数 4200種以上

・Wordプラグインを用いた引用文献リスト作成ができる

・学外からのアクセス可能



2.アクセス方法 図書館HPから

4

学内からの最終ログインから12カ月間使用可能
→年に一度は学内からログインすること
（EndNoteページで有効期限の確認ができる）
※有効期限がきれると再ログインするまでは
無料版と同じ環境となる）

①検索ツール をクリック
②情報の活用法 をクリック
③EndNote Basic をクリック

①

②

③

https://www.lib.akita-u.ac.jp/top/


3.はじめに行うこと アカウント作成

https://access.clarivate.com/login?app=endnote
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はじめて利用する場合は
「Register」をクリックして
アカウントを作成する登録したメールアドレスと

パスワードを入力して

Sign in

Web of Scienceと共通の
アカウントのため、すでに
登録済のユーザーは
Web of Scienceのアカウントを
使用すること

https://access.clarivate.com/login?app=endnote


ログイン後の画面
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よく使用するのは
マイレファレンス と 文献の収集

保存した文献情報の
確認や編集を行う

文献を取り込む

保存した文献情報の
一覧が表示される



3.はじめに行うこと CWYWのダウンロード
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①

②

①ダウンロード をクリック
②CWYW ダウンロード
（Win版・Mac版があるので選択する）

③ Searching for installed 

applications… 
と書かれたポップアップ画面が表示
される。
ここでおそらく30～40分ほどかかる
ので、このポップアップ画面以外の
ブラウザやソフトを全て終了された
状態で、画面が替わるまで待機する。
→「Welcome to the endnote plug-in 
installer」とかかれたポップアップ画
面に切り替わるので、画面の指示に
従いインストールする



4.文献の取り込み方 ①手動で文献情報を追加する
文献の収集→新しいレファレンス
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紙媒体の文献情報を登録する時に
使用する

Author、Title など、
項目ごとに文献情報を入力する

必要な項目を入力し終えたら、
画面下部にある
「保存」をクリックする



4.文献の取り込み方 ②CiNii Articlesから1/2
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①取り込みたい文献にチェックを入れて
②「EndNoteに書き出し」を選択、
実行をクリック
③RIS形式の文献情報ファイルが
作成されるので保存①

②
③

https://ci.nii.ac.jp/


4.文献の取り込み方 ② CiNii Articlesから2/2
文献の収集→レファレンスのインポート
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ファイル：保存したRIS形式のファイル
（ファイル参照・ドラッグでも選択できる）

インポートオプション：RefMan RIS
インポート先：保存したいフォルダ（なければ未整理）

を選択し、「インポート」をクリック

インポートされた旨
メッセージが表示される

https://ci.nii.ac.jp/


4.文献の取り込み方 ③Web of Science から1/2
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①取り込みたい文献にチェックを入れて
②エクスポート→EndNote Onlineを選択

①

②

http://apps.webofknowledge.com/


4.文献の取り込み方 ③Web of Science から2/2
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ポップアップ画面が表示されるので、取り込みたいレコードコンテンツを選択し、
エクスポート → ENマークが表示されたら取り込み完了

※とりこんだ文献情報は
マイレファレンスの［未整理］に入る

http://apps.webofknowledge.com/


5.文献管理の仕方 マイレファレンスから 1/2
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・文献情報を手動で書き加えられる
（書き加えたら「保存」をクリックすること）

・レファレンスグループを作成して、
文献情報を整理できる

EndNote上からはグループ単位で引用文献リ
ストを作成できるので、
自分が執筆する論文やレポートごとに文献のグ
ループを作成しておくのがおすすめ



5.文献管理の仕方 マイレファレンスから 2/2
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ファイルもアップロード可能（５件まで）
→論文PDFを添付して、
オンライン上ならどこからでも
PDFを閲覧できるように整備できる



6.EndNoteからの引用文献リスト作成方法 1/2
引用文献リスト作成→文献リストの作成
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出力する引用スタイル、
ファイル形式を選択して
「保存」をクリック

選択したい引用スタイルが表示されない場合、
①「お気に入り」をクリックして、
②「すべて（左側）」からスタイルを探す。
選択すると青色になるのでその状態で
③「マイリストにコピー」をクリック

④できたら、「非表示」をクリック

①
②

③

④

15



6.EndNoteからの引用文献リスト作成方法 2/2
様々な出力形式

論文へのリンクがついたHTML形式や、
テキスト形式の出力もできる
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7.CWYWを用いた文献引用リスト作成方法 1/5
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Endnote タブをクリック
→ポップアップ画面が表示されるので
ログインする



7.CWYWを用いた文献引用リスト作成方法 2/5
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ログインすると、画面の機能が使えるようになる

よく使用するのは、
Insert Citation と Styleの選択



7.CWYWを用いた文献引用リスト作成方法 3/5
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はじめに、引用スタイルを選択する
スタイルは、EndNoteでお気に入りになっているもののみ表示される
スライド15頁参照



7.CWYWを用いた文献引用リスト作成方法 4/5
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①引用を挿入したい箇所にカーソルを合わせて
「Insert Citations」をクリック

②検索ボックスが表示されるので
引用したい文献をキーワードで検索する
（検索対象は、マイレファレンスに登録したもの）
③引用したい文献を選択してInsert

①

②

③



7.CWYWを用いた文献引用リスト作成方法 5/5

自動的に引用と文献リストが生成される（赤色部分）。
引用スタイルを変更すると、変更したスタイルに合わせて
文献符号やリストの体裁が自動的に変わる
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8.CWYWのよくある不具合 1/2

原因はEndNoteとMendeleyの
プラグインが同時に動こうとしているため

Mendeleyのアドイン機能をオフにすると解決される ファイル→オプションをクリック
（次スライドへ）
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Insertしても「範囲を編集することができません」と表示される



8.CWYWのよくある不具合 2/2
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アドイン→管理：テンプレートを選択→設定をクリック

Mendeley の✔を外して、OKをクリック
（まだ直らなければ、Wordを一旦閉じて
また開いてみること）



9.わからないときは
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EndNote online よくある質問集

https://support.clarivate.com/Endnote/s/article/000010480?language=ja

Web of Science サポート

https://clarivate.com/webofsciencegroup/ja/learning/web-of-science-manual/

上記URLからクイックリファレンスガイドやトレーニング動画へアクセスできる（2021/6/7確認）

https://support.clarivate.com/Endnote/s/article/000010480?language=ja
https://clarivate.com/webofsciencegroup/ja/learning/web-of-science-manual/

